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1.はじめに

地域防災力の向上には､住民が地域の地震災害に対す

る危険性を正 しく理解 ･認識することが必要であり､著

者らは､昨年度までに神奈川県を対象として 50m メッシ

ュ(標準地域メッシュ第 3次区画を20×20分割 したメッシ

ュ)による徴地形区分図と地境増幅率図を作成 し､防災フ

ロンティアのホームページにて ｢神奈川県版揺れ易さマ

ップ｣ として公開を行ってきた｡ この揺れ易 さマップ

(地盤増幅率図)は､微地形区分から設定 した平均せん

断波速度(AVS30)に基づいて計算 した増幅率であり､ボー

リングデータなどの地億情報は反映されていない｡そこ

で本報では､昨年度までに作成 した地健増幅率図の精度

を検討することを目的として､相模平野を対象として､

Avs30から計算される表層地樵の固有周期 と常時微動測

定に基づく表層地鮭の卓越周期との比較を行った｡

2.AVS30に基づく固有周期

その3における 50m メッシュでの地盤増幅率作成の際

に設定したAvS30を用いて､I/4波長則より地鴇の固有周

期を計算 した｡図 1に相模平野における AVS30に基づく

地盤の固有周期の分布図を示すO図 1より相模平野の固

有周期は概ね 0.4-0.8秒であることが確認できる｡また､

相模川沿いの自然堤防やデルタ ･後背湿地では他地域に

比べて相対的に固有周期が長いことがわかる｡

3.常時微動測定結果に基づく卓越周期

常時微動測定は､定点連続観測と高密度移動観測を行

ったO観測は 3分間とし､サンプリング周波数は 100Hz､

水平 2成分､鉛直 1成分の 3成分を測定した｡解析は､

測定 した波形の中から明瞭なノイズのある部分を避けて

比較的安定 している部分を 20.48秒間抽出し､バン ド幅

0.3Hzの Parzenウィンドウで平滑化 した 3成分の速度フー

リエスペク トルを計算 し､水平 2成分の相乗平均を鉛直

成分で除して H/V スペク トル比を求め､卓越周期を読み

取った｡図 2に常時微動測定結果に基づく卓越周期分布

図を示す,図 2により相模平野の卓越周期は概ね 0.6秒以

上であることが確認できる.また,平野内部の卓越周期

は平野の周囲に存在する丘陵地や相模川の上流部に比べ

相対的に長いことがわかる｡

4.固有周期と卓越周期の比較

AvS30に基づく固有周期(㌔)と常時微動測定基づく卓越

周期(Tb)の比 (TJTb)の分布を図 3に示す｡なお図 3には微

地形区分を併せて示 している｡図 3より相模平野中央部

付近では TJTbは 1.0弱であるが､東部の砂州 ･砂丘や北

部の谷底平野 ･ローム台地では 1.5強となる地域が確認で

きる｡図 4に TJTbの微地形ごとの頻度分布を示す｡扇状

地ではデータ点数が少なくばらつきが大きいものの､そ

の他の微地形では概ね 1.0を中心に分布 していることが分

かる｡ただし､例えば砂州 ･砂丘をみると2.0付近にも分

布 していることが確誰できる｡図 5より相模川河口の砂

州 ･砂丘に着目すると､河口西部の Tbが東部に比べ長く

なっているOまた､ローム台地も同様に地域によって性

状が異なり､平野西部のデルタ ･後背湿地に囲まれるロ

ーム台地の ㌔ が平野北部や東部に比べ長いことも確認で

きる｡これは､同じ地形に分類 された地境であってもそ

の地域により地盤の堆積構造が異なるためと考えられる｡

5.まとめ

AvS30から計算 した固有周期は同じ微地形であれば同

じ固有周期を有するが､常時微動測定結果から計算 した

卓越周期は､同じ微地形でも地域により大きく異なる場

合があることを確認 したOこのことは同じ微地形区分に

属 していても､地域により増幅特性が異なることを示 し

ている｡微地形区分から AVS30を求めて地姓増幅率を評

価する方法は､ボー リングなどの地盤情報が得られてい

ない地域においては有効な手法ではあるが､地域の特性

を反映させた揺れ易さマップ作成においては精度面にお

いて限界があるといえる｡市町村などにおいて地域の揺

れ易さマップを詳細に作成する際は､可能な限 り地境情

戟 (ポー リングデータや常時微動測定結果)を適切に反

映させることが重要である｡
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図 1 平均 s波速度に基づく固有周期

図 2 常時微動観測結果に基づく卓越周期

図 3 TJTb

図 5 Tb(砂州 ･砂丘のみ)
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図 4 TJTbの微地形ごとの頻度分布
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